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差別は必ずなくせる
私は，弘瀬さんの「差別はすべての人々を苦しめる」

という言葉がすごく胸に残っています。私は今まで，「差

別する人は悪い。差別される人はかわいそうだ」と，他

人事のように考えていました。けれど，差別は自分にも

関わっていて，すべての人を悲しい気持ちにさせる，絶

対になくさなければいけないものだということに気づくこ

とができました。そして差別は必ずなくせるものなんだ

と思いました。理屈ではなく，心で人の心を動かしてい

くことで，すべての人々の心を温かくしていけるという言

葉を聞いて，皆が世界を良い方に変えられる力を持っ

ているのだと思いました。

カメレオンのようにありのままの自分を隠すことなく，

本当の自分を認めてくれる人と出会えるように，まずは

自分が相手を認め，本音で話してもらえる人になろうと

思います。またそんな関係をすべての人が持つことが

できるように，私は弘瀬さんのような本当の「強い」人に

なりたいです。そしてこれからの人生の中で，いろいろ

な人の刺激になり，少しでも苦しんでいる人を減らせる

ように，自分の言動から変えていきたいと思いました。

１組溝杭文香

みなさんにぜひしてほしいことがあります。それは，

これまで学んできた人権学習を，「発信する」ことで

す。その相手はもしかすると，家族かもしれません。

クラスの友達かもしれません。塾の友達かもしれませ

ん。里帰りした親戚かもしれません。進学先でできた

新しい友達かもしれませんし，先生かもしれません。

とにかく，発信する側になってほしい。それは，弘瀬

さんのように上手くはないかもしれません。けど，人

それぞれ味わいは違うわけですから，あなたはあなた

なりの味わい

で発信をして

もらえたらと

思います。

誰かから大

切なものをい

た だ い た と

き，お返しを

しますよね。

貰いっぱなしというわけにはいきません。だとすれば，

弘瀬さんからいただいたものや，これまでいろんな方

からいただいた大切なものを，お返しする場面があっ

ていいと思うのです。今すぐではないかもしれません。

大人になってから，親になってからかもしれません。

いただいた方に直接恩返しできなくて，別の方にそ

の恩を送ることを，「恩返し」ではなく，「恩送り」

ということがあるそうです。いただいたら返す。返せ

ない場合は，どこかで誰かに，いただいたものを送る。

そんなふうに，「発信する」ことをしてもらえたらと

思います。それが続いていけば，誰かがした発信はど

こまでも広がって，いつかこの世の中を変えてくれる

のではないかと思います。

本当の友達とは
弘瀬喜代さんは本当にいい人なんだと思う。なぜな

ら，あまり知らない人の相談に親身になって乗るなん

て，普通の人にはできないと思うからだ。弘瀬さんは周

りの人が苦しんでいるときはそばにいてあげて，喜んで

いるときは一緒に喜んであげられるようなあたたかい

存在なんだと思う。僕もそんな人になりたいと思った。

人を罵倒するようなことや悪口は，これから言わない

ようにしたい。それと，友達が本当に困っているときに，

そばにいて相談に乗ってあげられるようになれたらい

いなと思う。そして，本当の友達というものについてもっ

と考えたい。一緒にいて楽しいだけが本当の友達じゃ

ないと思う。本当の友達って，何か難しいと思った。

４組佐川凌雅

人はひとりでは生きていけません。ひとりで生きて

いるような気になっていても，実はそうでないもので

す。周りに迷惑や心配をかけながら，助けられ支えら

れながら生きているものです。つまり，人は人とのつ

ながりの中で生きているのだと，長年生きてきて，そ

う思わせられます。

本当の仲間は，「悲しみを半分に，喜びを倍に」し

てくれると言いますが，本当にその通りだと思います。

仲間が悩んだとき，困ったとき，相談をしてくれるか

どうかなんて分かりません。おそらくはみなさんも，

無理矢理聞き出そうとはしないでしょう。それでも，

そんなとき，そっと，ずっと，そばでいてくれるだけ

で気持ちが安らいだりするのです。声をかけられれば

それもいいですが，かけられなくても構いません。そ

っと隣にいれば，それでいいのです。本当の仲間とは，

そういうものだと思います。



「ＡＫＩ38」

Ａ：あとで

Ｋ：かげで

Ｉ：いやらしく

38：嘘を言う(「嘘の三八」という言葉があります)

そんな自分にならないことです。そんな悪口や嘘は，

口にするたび，言う側の心が汚く，醜く，濁っていき

ます。つまり，言う側の人間性を貶めていくのです。

そんな人間になりたいですか？

もし，そんな自分を少しでも感じているあなた！急

には変われないかもしれません。それでも，変わろう

と思えば，人は変われるものです。時間はかかるかも

しれません。かかる時間もそれぞれかもしれません。

でも，人は変われます。そう信じて変わっていくこと

です。みなさんがそんな人になっていけば，世の中も

きっと，変わっていけます。

勇気に応えられる人になりたい
今回の話を聞いて，何でも言ってくれる友達，何でも

言えるような友達，そんな人に出会いたいし，なりたい

と思いました。

弘瀬さんの話を聞いていく中で思ったことが二つあり

ます。一つめは，もし私が部落出身の人に恋をしても，

絶対に見捨てるようなことはしないようにしようと心の

底から思いました。弘瀬さんの言っていたように，道を

挟んで生まれただけなのに，そうやって差別して，今ま

で大好きだった人をそんな理由で裏切るようなことは絶

対にしません。今までずっと一緒にいて自分が一番そ

の人のことを知っているのに，相手が勇気を出して言っ

てくれたことを絶対に見捨てません。

二つめは２番目の例であったうるさいおじさんの娘さ

んのようになりたいと思いました。これから差別問題に

関わることになったら，自分の考えをズバズバ言えるよ

うな人，間違っていることは間違っていると言えるよう

な，そんな人になりたいです。

最後の方に弘瀬さんが言っていた，いろんなところで

色をつくっている自分がいる気がしました。この人にこ

う，あの人にはこうと，態度を変えている自分がいるこ

とに気づかされました。もうそんな自分は捨てたいとす

ごく思いました。嫌われるのが怖いから。あの人は全然

怒らないから。そんなのはもうやめて，誰に対しても平

等に，誰に対してもダメなことはダメと言う。そうやって

自分の本心をみんなに見せると，人からも信頼され，

私自身も信頼できる人を見つけられる気がしました。

今回の話を通して一番思ったことは，差別で本当の

人間性が出る気がしました。本当に大事に思ってくれる

人は，最後の最後まで守ってくれるし，差別する人は最

後で結局裏切ることが分かった気がしました。差別する

人には差別するような人がつくし，差別しない人にはそ

んな人はつかない。そう思いました。弘瀬さんの話で，

私の考え方はすごく変わったような気がしました。

６組小田切咲希

「勇気には勇気」だと思います。誰かの勇気，仲間

の勇気に応える方法は，自分の勇気以外にはないのだ

と思います。

「義を見てせざるは勇無きなり」

ということわざを思い起こします。昔の中国の「論語」

という書物に書かれていることわざです。意味は，「人

としてなすべきことと知りながら，それを実行しない

のは勇気が無いからである」とあります。

人権学習で，手を挙げることをみなさんに求めるこ

とがあります。それは，いざというときに行動できる

人であってほしいという願いから，敢えて手を挙げ，

立ち上がって発言をしてもらっているのです。

教室で，体育館で人権学習をしているとき，クラス

の仲間が，部活の仲間が，親しい仲間が勇気を出して

手を挙げ発言している姿に，自分は応えられているで

しょうか。放ったらかしにしてはいないでしょうか。

仲間の頑張りに勇気をもらい，自分の勇気に変えてい

ける人であってほしいと思います。そういうつながり

を絶やすことなく，学級や学年の仲間の輪を広げてい

けたらと思います。

そのためにも，まず自分が勇気を出すこと。周りの

目を気にして何もしないのではなく，何もしない周り

に合わせるのでもなく，自分をちゃんと出すことです。

それを何度も何度も繰り返していくことです。そうす

ることで，その度ごとに自分が鍛えられ，強くなって

いきます。その姿に，周りの友は信頼を寄せるのです。

そうやって，みんなで共に良くなっていくのです。

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

この講演会を受けて，11月は各クラスで結婚差別や

就職差別の資料を使い，人権学習を積み重ねていきま

す。そして11月19日には人権学習の授業参観を行いま

す。保護者のみなさま，どうぞお越しください。一緒

に考えてみましょう。

そして29日には，学年全体での人権学習を開催し，

中学生活の人権学習の総仕上げをします。

今回の講演会や最後の学年全体での学習ができるの

も，コロナウイルスが収束したからこそです。そんな

貴重な時間を大切にしながら，卒業後のそれぞれの生

き方について，それぞれの未

来について，みんなで考え合

っていきましょう。

そしてみなさん，

幸せになってください。


